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中学３年

　一日あたりのTV・DVDの視聴時間は20％の生徒が４時間以上、２時間以上の生徒が70％を超えており、
国・県の平均に比べて多い状況です（国県は50％以下）。これにゲームやスマホの時間を加えるとかなりの時間
が費やされているのではないかと危惧します。
　「先生は生徒のよいところを認めてくれると思うか」の問いに「当てはまる」と答えた生徒が国・県より１割
多く、学校における生徒と教員は良好な関係だと推察されます。

３．今後の対応

　小中高連携事業の算数数学TT授業、および少人数学級指導によって、中学の数学は初めて全国平均点を越え
ました（２図参照）。この事業の一環として行っている、NRT（標準学力検査）を使った授業点検を推進してい
きます。先生方同士で授業を見合ったり、授業の始めのめあて、終わりの振り返りを大切にする等の授業改善
を進めます。また、今年からコミュニティスクールも始まります。郷土の人たちの生き方を学ぶ場面を、地域
の方と一緒に作り上げていきたいと思います。

（１図）生活実態アンケートと成就率とのクロス集計

（２図）立科中学の数学Ａ、Ｂの全国平均点との比較

Ａ：あてはまる
Ｂ：ややあてはまる
Ｃ：あまりあてはまらない
Ｄ：全くあてはまらない
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　Ａと答えた児童の到達度は70％、Ｂと答えた児
童の到達度は66％、Ｄと答えた生徒の到達度は
33％です。

　年毎によりばらつきはあ
りますが、全国平均点に近
づきつつあります。

全国学力テスト 教育委員会
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　昨年４月に実施された全国学力テストについて、昨年末に文部科学省から、全国結果を基にした報告書と、
生活実態調査や学校での取り組み状況とのクロス集計が公表されました。立科町では、11月に各学校の学年・学
校・行政の取り組み状況について分析した総括表をもとに、教育委員会で検討が行われました。これらから見
えてくる成果や課題について例年と同様に報告します。

１．全国学力テストにおける町内児童生徒の結果について

小学６年  国語Ａ（主として知識）　国及び県の平均を下回っています。
 国語Ｂ（主として活用）　国及び県の平均を下回っています。
 算数Ａ（主として知識）　国及び県の平均をやや下回っています。
 算数Ｂ（主として活用）　国及び県の平均をやや下回っています。

学校での分析 　国語については「話す・聞く」能力が弱いので、話し合い活動や意見交換の場面を増やし
たり、ドリル・家庭学習法の改善等を行って力を付けていきたい。算数は５・６年でTT

（ティームティーチング）授業を実施しているので力が付いてきている。家庭用プリントを
活用し、自ら学ぶ姿勢を付けていきたい。   

中学３年  国語Ａ（主として知識）　国及び県の平均とほぼ同じです。
 国語Ｂ（主として活用）　国及び県の平均を下回っています。
 数学Ａ（主として知識）　国及び県の平均を上回っています。
 数学Ｂ（主として活用）　国及び県の平均をやや下回っています。

学校での分析 　国語は、無回答率が国や県に比べて低く粘り強さが見える。知識は国を上回る。活用で
「読んで書く」を同時にする技能が低いので高めたい。数学Ａは小中高連携授業やドリルの
効果もあって、国・県の平均点を始めて上回った。活用が弱いので、式を立てた経過を説明
させたりする指導をしたい。   

２．生活実態について全国や県との比較結果

小学６年

　TVやゲーム等の時間は国県と比べてもほぼ同じです。難しいことにも失敗を恐れず挑戦する（回答77％）、
等の問いも全国並みです。意識と学力の関係では、「毎日朝食を食べるか」「友達同士で話し合ってきまりを決
めるか」「学校の決まりを守るか」等の質問で「あてはまる」と思う児童は到達度（正解率）が高い傾向にあり
ます。（１図参照）

全国学力テスト
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政
府
の
「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創

造
本
部
」
に
お
い
て
、
青
色
申
告
を
行
っ
て

い
る
農
業
者
を
対
象
と
し
た
収
入
保
険
制
度

の
導
入
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
農
林
水
産
省

で
は
、
農
業
者
の
方
の
加
入
申
請
受
付
を
平

成
30
年
秋
か
ら
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
た
め

の
準
備
を
現
在
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

収
入
保
険
制
度
の
仕
組
み

　
収
入
保
険
制
度
は
、
品
目
の
枠
に
と
ら
わ

れ
ず
、
自
然
災
害
に
よ
る
収
量
減
少
だ
け
で

な
く
、
価
格
低
下
な
ど
も
含
め
た
収
入
減
少

を
補
塡
す
る
仕
組
み
で
す
。
主
な
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

●  

青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者
（
個

人
・
法
人
）
が
対
象
で
す
。

　
※  

５
年
以
上
の
青
色
申
告
実
績
が
あ
る
者

が
基
本
で
す
が
、
青
色
申
告
（
簡
易
な

方
式
を
含
む
）
の
実
績
が
１
年
分
あ
れ

ば
加
入
で
き
ま
す
。

●  

当
年
の
収
入
が
基
準
収
入
の
９
割
（
５
年

以
上
の
青
色
申
告
実
績
が
あ
る
場
合
）
を

下
回
っ
た
場
合
に
、
下
回
っ
た
額
の
９
割

（
支
払
率
）
を
補
塡
し
ま
す
。

●  

農
業
者
は
、
保
険
料
・
積
立
金
を
支
払
っ

て
加
入
し
ま
す
。（
任
意
加
入
）

加
入
の
ポ
イ
ン
ト

●  

収
入
保
険
制
度
に
初
年
度
か
ら
加
入
を
希

望
す
る
農
業
者
の
方
で
新
た
に
青
色
申
告

を
始
め
る
た
め
に
は
、
個
人
の
場
合
、
平

成
29
年
３
月
15
日
ま
で
に
、
最
寄
り
の
税

務
署
に
「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
申
請
を

行
え
ば
、
平
成
29
年
分
の
所
得
か
ら
青
色

申
告
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●  

収
入
保
険
制
度
と
農
業
共
済
や
ナ
ラ
シ
対

策
な
ど
の
類
似
制
度
に
つ
い
て
は
、
ど
ち

ら
か
を
選
択
し
て
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

制
度
に
関
す
る
お
問
合
せ
先

　
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
関
東
農
政
局
長
野
県
拠
点

　
電
話 

０
２
６
│
２
３
３
│
２
５
０
０

農
業
者
の
皆
さ
ま
に
収
入
保
険
制
度
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ
で
す

１　参加資格
　⑴　元気で動ける犬で登録と狂犬病予防注射を実施済みであること
　⑵　混合ワクチン接種済みの犬であること
　⑶　全課程に参加できる犬及び飼育者であること
　⑷　動物愛護会佐久支部会員であること（受講当日に入会可）

３　申込み期間　４月６日㈭から４月27日㈭まで

４　募 集 人 員　30名（申込み順）

５　受　講　料　  5,000円（動物愛護会年会費 
1,000円を含む）

６　教室の内容
　⑴　学科講習
　　  知っておきたい動物の法律、犬の習性・生理と病気の知

識、しつけのポイントとしつけ方教室の注意事項など。
　⑵　実技講習
　　  飼い主にとって望ましい行動を上手にほめることによっ

て、望ましい行動を増やしていくしつけ。

佐久保健福祉事務所内 動物愛護会佐久支部事務局  電話  0267－63－4191

「犬のしつけ方教室」
受講者募集

お申込み・お問合せ先

平成29年度

２　開催日程
春期教室 日　程 時　間 場　所

学科講習（開講式） ５月 ７日㈰ 9：30～12：00 佐久合同庁舎401号会議室
実技講習　第１回
　　　　　第２回
　　　　　第３回
　　　　　第４回
　　　　　第５回
（閉講式）　第６回

５月14日㈰
５月21日㈰
５月28日㈰
６月 ４日㈰
６月18日㈰
６月25日㈰

９：30～11：30 佐久合同庁舎駐車場
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10年後に安心して生活できる町をつくるために
シリーズ 第11 弾

　１月17日㈫に「第２回立科町地域支援づくり
推進会議」が行われました。

　まず、始めに「立科町の総合戦略と地方創
生」について役場企画課企画振興係より説明が
ありました。
　年代別人口の増減や、移住希望者の希望職種
と町の産業構造のミスマッチなどのデータから、
町が行っている地方創生に関する取組について
説明がありました。

　次に、立科町のボランティア活動について社協事務局長より説明がありました。現在、行われているボラ
ンティア活動の紹介と会長の負担が大きくなっているなどの課題について説明がありました。
　つづいて、役場町民課高齢者支援係より75歳以上の後期高齢者の増加により介護給付費や介護保険料の負
担が増加すること等について情報提供しました。

　会議の中では、「お互いに支え合っていく精
神を大事にしたい。」「世代間の交流の機会が増
えればいい。」「具体的に何ができるか、何をし
たいのか考えていきたい。」「弱者にやさしい町
は皆にやさしい町。できることから決めていく
ことが大切。」「ビジョンはみんなが向かう方向
なので、あった方がいい。」等々という意見が
出されました。

　次回の会議は、２月に開催されます。会議や
委員の目的や役割を確認しながら、協議を進め
ていく予定です。

高齢者支援係

　
最
近
、
立
科
町
の
魅
力
を
思
い
起
こ
す
機
会

が
増
え
て
き
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
長
野
県
内
に
お
い
て
、
定
住
・
移
住
フ
ォ
ー

ラ
ム
や
各
地
域
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
皆
様

と
の
交
流
な
ど
の
取
り
組
み
が
、
国
が
進
め
る

地
方
創
生
の
も
と
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
思
い
起
こ
せ
ば
、
地
方
創
生
や
定
住
移
住
と

叫
ば
れ
る
以
前
の
15
年
前
に
、
私
は
立
科
町
に

移
り
住
み
ま
し
た
。
の
ど
か
な
田
園
風
景
・
豊

か
な
自
然
・
温
か
な
地
域
の
皆
さ
ん
・
先
人
の

方
々
が
守
り
伝
え
て
こ
ら
れ
た
歴
史
文
化
・
子

供
達
の
笑
顔
な
ど
数
え
切
れ
ぬ
ほ
ど
の
立
科
町

の
魅
力
を
感
じ
な
が
ら
、
こ
の
立
科
町
に
暮
ら

し
て
い
ま
す
。

　
町
の
将
来
像
「
澄
ん
だ
空
！
清
ん
だ
水
！
住

み
よ
き
町
に
笑
顔
が
弾
む
！
人
と
自
然
が
輝
く

町
」
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
起
こ
り
う
る
課
題

を
町
民
の
皆
様
と
行
政
が
一
体
と
な
り
、「
住

ん
で
良
か
っ
た
」「
訪
れ
て
良
か
っ
た
」
と
し

あ
わ
せ
を
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、

平
成
29
年
度
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
お
話
が

で
き
る
機
会
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
明
る
い
未
来
に
向
け
、
町
民
皆
様
の
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
立
科
町
の
魅
力
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

新
し
い
風
（
町
長
コ
ラ
ム
）
⑯

米
村
匡
人
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交通安全
庶務係

　平成28年中の交通事故状況がまとまりましたので
お知らせします。

共 済 期 間　　平成29年４月１日から平成30年３月31日まで
共 済 掛 金　　１人 400円　中学生までは200円（年額）
共済見舞金　　死亡見舞金　160万円
　　　　　　　入・通院見舞金　最高40万円

　自動車や自転車等の運行中における交通事故によりケガをした場合に対象となり、共済
見舞金（基礎見舞金及び入通院日数に応じた見舞金）が支払われます。
※入院、通院、基礎見舞金は２日目から対象となります。　
　各地区の交通安全推進指導員さんを通じ、平成29年度分の加入を推進しておりますので、
詳しくはその際の資料をご覧ください。
　万一の交通事故に備え、ご家族全員の加入をお勧めします。

まさか！のときのために
「東北信市町村交通災害共済」に加入しましょう

　ドライバーの皆さんは慣れた道でも十分な安
全確認、信号機の遵守、歩行者への思いやりを
忘れずに、また歩行者の皆さんも十分な注意を
お願いします。
　そして、運転中は前方注視が最も基本。脇見
や考え事などは警戒心が希薄になり大変危険で
す。相手の動きをしっかり確認するとともに、
見えない危険に対しても、常に警戒心を高めて
運転をしましょう。

区　分 平成28年 平成27年 増減数

件　　数 8,301件 8,867件 －566件

死 者 数 121名 69名 52名

負傷者数 10,326名 10,954名 －628名

１．長野県下の状況

区　分 平成28年 平成27年 増減数

件　　数 515件 582件 －67件

死 者 数 10名 ５名 ５名

負傷者数 633名 735名 －102名

２．佐久署管轄区域内の状況
（佐久市・御代田町・立科町・小海町・佐久穂町・川上村・南牧村・
北相木村・南相木村）

３．立科町の状況

区　分 平成28年 平成27年 増減数

件　　数 31件 22件 ９件

死 者 数 ０名 ０名 ０名

負傷者数 43名 26名 17名
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櫻井石材有限会社
長和町古町4459 （長門バイパス沿い）
☎0268-68-3859 FAX0268-68-4444

お墓Q&A ◇各種ご質問にお答えしますので、お気軽にお問い合わせください。

墓石・記念碑・石工事一式

墓地・墓所・お墓、これらの違いはなんですか？

墓地・・・お墓を建てるために定められた区域を指します
墓所・・・お墓を建てるために区画されたスペースを指します
お墓・・・遺骨・遺体を収めるための建造物を指します。
また、広い土地につくられる共同墓地を「霊園」といいます。

立科町では、地域経済の活性化を図るため、民間企業等の広告を有料で掲載しています。《お問合せ先；総務課財政係》

軽
自
動
車
の
異
動
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

　
軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
で
軽
自
動

車
等
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
（
登
録
名
義
人
）

に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
次
の
場
合
に
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
①  

車
両
置
き
場
の
市
区
町
村
が
変
わ
っ
た
場

合

　
②
所
有
者
が
変
わ
っ
た
場
合

　
③
廃
車
し
た
場
合

住
所
変
更

　
就
職
や
就
学
な
ど
で
軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
を

持
っ
て
転
出
す
る
方
は
、
住
民
票
の
異
動
と
一

緒
に
車
両
の
登
録
住
所
の
変
更
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
車
両
を
町
内
に
置
い
て
住
民
票
を
移
す
方
は
、

転
出
先
の
住
所
に
納
税
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す

の
で
納
税
に
つ
い
て
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

状
況
に
よ
っ
て
は
ご
家
族
へ
の
名
義
変
更
や
、

使
用
し
な
い
場
合
は
廃
車
す
る
こ
と
も
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

名
義
変
更

　
他
人
に
譲
り
渡
し
た
場
合
に
は
名
義
変
更
手

続
き
が
必
要
で
す
。
変
更
し
な
け
れ
ば
、
毎
年

４
月
１
日
現
在
の
登
録
名
義
人
の
方
に
税
金
が

か
か
り
ま
す
。 

　
亡
く
な
ら
れ
た
ご
家
族
の
名
義
で
あ
る
場
合

も
、
速
や
か
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
手
続
き
を
し
な
い
で
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き

ま
す
と
、
実
際
に
は
既
に
譲
り
渡
し
た
車
両
等

の
税
金
が
課
税
に
な
っ
た
り
、
後
々
の
手
続
き

が
煩
雑
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
事
故
等

で
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

住
所
変
更
や
名
義
変
更
手
続
き

（
原
付
バ
イ
ク
の
場
合
）

住
所
変
更
（
転
出
）

　
立
科
町
で
廃
車
の
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
際
発
行
す
る
「
廃
車
受
付
証
」
を
持
参
の

上
、
転
出
先
の
市
区
町
村
で
登
録
し
て
く
だ
さ

い
。

他
人
へ
の
名
義
変
更

　
町
内
同
士
で
も
旧
所
有
者
の
廃
車
手
続
き
と

新
所
有
者
の
登
録
手
続
き
が
必
要
と
な
り
、
標

識
（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
）
の
交
換
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　
手
続
き
に
は
標
識
（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
）

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
※  

そ
の
他
の
車
両
に
つ
い
て
は
、
下
記
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

車　種 手続き場所（お問合せ先） 必要なもの

原動機付自転車
（排気量125cc以下の
バイク）

立科町役場　税務係
（転出先で引き続き使用する場合は転出
先の市区町村役場でも可能）

標識（ナンバープレート）・印鑑
廃車受付証又は譲渡証明　等

軽四輪・軽三輪
排気量125㏄を超える
バイク

㈳長野県自家用自動車協会川西支部
佐久市望月23－１
TEL.0267－53－2531
及び販売店等

標識（ナンバープレート）・住民票
印鑑・車検証（軽二輪は届出済証）　等

※手続きにより必要なものが異なる場合がありますので、それぞれの手続き場所へお問合せください。

税
務
係
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　３月、４月は入学・就職の季節です。立科町に転入されたとき、町外へ転出されるとき等、住所に変更が生
じたときは、すみやかに届出をしてください。
　届出者は原則として異動者本人ですが、世帯主が代わりに届出をすることもできます。世帯主でない代理人
が届出する場合、ご本人からの委任状が必要となります。手続きの際、窓口に来られた方の本人確認をさせて
いただきます。運転免許証、パスポート等のご提示をお願いいたします。
　なお、正当な理由がなく、14日以内に届出をしない場合、過料に処せられることがありますのでご注意ください。

　役場では毎週月曜日（当日が休日の場合は翌日）時間外の窓口業務を午後７時まで実施していますので
ご利用ください。 お問合せ先　町民課　住民係

転入・転出などの届出は忘れずに！ 住民係

種　　　類 届出期間 届出に必要なもの

転入届 町内に住所を
移した時

転入してから
14日以内

・印鑑
・転出証明書（前住所地で発行されたもの）
・個人番号カード（通知カード）
・住民基本台帳カード（該当者）
・障害者手帳（該当者）
☆運転免許証などの本人確認できる書類

転出届 町外へ住所を
移す時

転出前、または
転出後14日以内

※  郵送でも請求
ができます

・印鑑
・印鑑登録証（登録者）
・個人番号カード（該当者）
・住民基本台帳カード（該当者）
・国民健康保険証（加入者）
・後期高齢者医療被保険証（該当者）
・介護保険証（該当者）
・福祉医療受給者証（該当者）
☆運転免許証などの本人確認できる書類

転居届 町内で住所を
変更した時

転居してから
14日以内

・印鑑
・個人番号カード（通知カード）
・住民基本台帳カード（該当者）
・国民健康保険証（加入者）
・後期高齢者医療被保険証（該当者）
・介護保険証（該当者）
・福祉医療受給者証（該当者）
・障害者手帳（該当者）
☆運転免許証などの本人確認できる書類

　平成28年度に対象となっている方の高齢者肺炎球菌予
防接種は、３月31日で終了となります。４月以降は町が実
施する接種（定期接種）としては受けることができません。

（任意の接種として受けることは可能です。）
※過去に接種を受けたことがある方は対象外となります。
【接種回数】１回
【料　金】2,000円（生活保護の方は無料）
【持ち物】町から送付されている予診票、接種済証
【接種会場】契約医療機関

年齢 平成28年度の対象者
65歳 昭和26年４月２日生～昭和27年４月１日生の方
70歳 昭和21年４月２日生～昭和22年４月１日生の方
75歳 昭和16年４月２日生～昭和17年４月１日生の方
80歳 昭和11年４月２日生～昭和12年４月１日生の方
85歳 昭和 ６年４月２日生～昭和 ７年４月１日生の方
90歳 大正15年４月２日生～昭和 ２年４月１日生の方
95歳 大正10年４月２日生～大正11年４月１日生の方
100歳 大正 ５年４月２日生～大正 ６年４月１日生の方

高齢者肺炎球菌予防接種は３月31日までです！平　成
28年度

環境保健係
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「
女
性
の
健
康
週
間
」
と
は
、
女
性
が
生
涯

を
通
じ
て
健
康
で
明
る
く
充
実
し
た
日
々
を
過

ご
す
た
め
の
国
民
運
動
と
し
て
展
開
さ
れ
る
も

の
で
す
。
日
ご
ろ
は
家
族
や
周
囲
の
こ
と
を
優

先
し
て
、
自
分
の
健
康
が
後
回
し
に
な
り
が
ち

で
す
が
、
こ
の
機
会
に
自
分
自
身
の
健
康
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

女
性
特
有
の
が
ん
予
防
は
20
歳
代
か
ら

　
近
年
の
日
本
で
は
、
２
人
に
一
人
が
が
ん
と

診
断
さ
れ
、
５
人
に
一
人
が
が
ん
で
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。
女
性
が
な
る
が
ん
で
最
も
多
い
の

は
乳
が
ん
で
、
12
人
に
一
人
が
が
ん
と
診
断
さ

れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
般
的
に
、
が
ん
は
加
齢
と
と
も
に
多
く
な

り
ま
す
が
、
子
宮
頸
が
ん
は
20
歳
代
か
ら
、
乳

が
ん
は
30
歳
代
か
ら
増
え
始
め
て
、
50
歳
代
ま

で
に
が
ん
の
診
断
を
受
け
る
率
は
女
性
が
男
性

を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
女
性
特
有
の
が
ん
は
、

人
生
の
最
も
充
実
し
た
時
期
に
、
女
性
の
健
康

を
脅
か
す
も
の
な
の
で
す
。

３
月
１
日
〜
８
日
は「
女
性
の
健
康
週
間
」で
す

環境保健係

保
健
ニ
ュ
ー
ス

女
性
特
有
の
が
ん
は
、
早
期
発
見
で

治
り
や
す
い

　
子
宮
頸
が
ん
や
乳
が
ん
は
、
早
期
に
発
見
で

き
れ
ば
治
り
や
す
い
が
ん
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
早
期
で
あ
れ
ば
、
子
宮
頸
が
ん
は
９
割
以
上
、

乳
が
ん
は
10
割
近
く
治
り
ま
す
。

　
立
科
町
で
は
、
婦
人
科
検
診
（
子
宮
頸
が
ん

検
診
）
を
20
歳
か
ら
、
乳
が
ん
検
診
を
30
歳
代

は
超
音
波
検
診
、
40
歳
以
上
は
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
平
成
28
年
度
か
ら
、
医
療
機
関
で

受
け
た
が
ん
検
診
に
つ
い
て
の
「
が
ん
検
診
助

成
金
交
付
事
業
」（
子
宮
頸
が
ん
検
診
・
乳
房

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
で
各
４
，
０
０
０
円
上

限
）
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
定
期
的
な
が
ん
検
診
で
、
あ
な
た
の
健
康
を

守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

環境保健係

　平成29年度に町が実施する各種検診の申込みと併せて受診状況調査を行います。全世帯に通知される申込書
（受診状況調査）に必要事項を記入し、平成29年３月26日㈰までに、地区の保健委員さんまで提出してくださ
い。（蓼科地区の方は、総合観光センター又は、役場へ提出してください。）
　検診内容は、通知に同封されている案内でご確認ください。
※申込をされない方も、いずれかの項目に○をして、提出くださるようお願いします。

記入例

・  人間ドックや治療中の医療機関で検査
している方、受けないという方は、
「その他」に○をつけてください。

「＊＊＊＊」の上に○はしない。
・  奇数年齢で胃検診・婦人科健診を申
込む場合は、電話で申し込みをする。

町が実施する特定健診を申し込む場合は、
集団健診・町内個別・町外個別から選ぶ。

受けない場合も
○をつけて下さい

＊＊＊＊
＊＊＊＊
＊＊＊＊
＊＊＊＊

＊＊＊＊
＊＊＊＊
＊＊＊＊
＊＊＊＊

＊＊＊＊
＊＊＊＊
＊＊＊＊
＊＊＊＊

必ずご記入下さい

立科　太郎

立科　花子

｛

「平成29年度 検診申込書（受診状況調査）」のお知らせ
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「ひまわりの会」をご紹介します
　「ひまわりの会」は、家庭で介護をされている方の会です。介護にかかわっている方々が集い、助け合い、学び
合いを深めていくためにつくられた会です。

主な事業内容
　交流会……お茶会、忘年会　　慰労……リフレッシュ旅行
　介護者の健康……健康体操、健康講話等
　介護に関する相談学習会……介護保険、認知症の話、施設見学等

参加費
　年会費　1,000円
　事業によっては一部負担金をいただく場合があります。

　介護者同士、理解しあえる事は多いものです。
　２か月に１回、集まり楽しく過ごしています。お気軽にご参加ください。
　お問合せは地域包括支援センター（役場高齢者支援係）56－2311までご連絡ください。

地域包括支援センターです！こち ら 高齢者支援係

地域包括支援センター・高齢者支援係

平成28年12月　ミニコンサート

１　インターネットによる人権侵害
　インターネットは、私たちの生活を豊かにする便利な道
具である反面、使い方を間違えたり、悪意をもって使った
りすると“凶器”にもなります。たとえば、インターネッ
トを悪用し、ブログの開設者に対する誹謗・中傷を書き込
むなど、他人の人権を侵害する事件も後を絶ちません。イ
ンターネットの世界においても、画面の向こうに、自分と
同様に人権のある他者の存在を意識することが大切です。

２　今、子どもたちに起きているネットいじめ
　パソコンやスマートフォンなどによる、子どもたちの間
での“ネットいじめ”が問題となっています。子どもたち
が、被害者にも加害者にもならないよう、大人は常にイン
ターネットの使用状況を把握する努力をし、人権の視点か
ら注意・指導していくことが大切です。
ネットいじめの例
●  ブログや掲示板、プロフやSNSなどへの誹謗・中傷の書
き込みや個人情報の無断掲載
●  LINEなど無料通信アプリを利用しているグループ内で
の仲間外れ
●第三者になりすましてのメール発信
子どもたちがよく使うインターネット
・プロフ…自己紹介（プロフィール）サイト
・  無料通信アプリ…LINEなど、パソコンやスマートフォン
などを使っていつでも無料で通話やメール、チャットな

どができるコミュニケーションアプリ
・  SNS…ソーシャル・ネットワーキング・サービス（Social 
Networking Serviceの略）、人と人との輪をつなげてい
くことを目的としたコミュニティ型のサービス

３　スイッチを入れる前に
　インターネットの世界は公共の場です。常に、画面の向
こうには人がいることを意識して使いましょう。ホーム
ページは見ず知らずの誰もが多数閲覧します。ホーム
ページに間違った情報や違法な情報、他人を傷つける内
容を掲載してはいけません。
　インターネットの利用状況はすべて記録されています。
匿名であっても、法的手段をとれば、記録から追跡して加
害者を特定することができます。マナーを守って正しく使
うことが重要です。
　他人の個人情報、文章や写真などの著作物を無断で掲
載することは、プライバシーや著作権の侵害となります。

４　もしも人権侵害にあったら
　ホームページや掲示板上で、プライバシーの侵害や誹
謗・中傷の書き込みなどの人権侵害を受けた場合は、情報
の発信者やサイト管理者、プロバイダ等に、記事を削除す
るよう要請できます。
　サイト管理者やプロバイダ等が削除要請に応じてくれな
い場合や、自分で削除要請のやり方がわからない場合は、
最寄りの法務局・地方法務局へ相談しましょう！

インターネットと人権について

教育委員会

人権が尊重される社会 人権だより 人権センター（社会教育人権政策係）
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　平素は権現の湯をご利用いただき誠にありがとうございます。
　平成28年度町民特別御優待の有効期限は３月31日㈮までとなっておりますの
で、それまでにご利用いただきますようお願いいたします。なお、平成29年度の
町民特別御優待券につきましては、４月下旬に各部落長さんを通じて各戸に配布
させていただきます。

権現の湯
から
お知らせ

町民特別御優待券の利用について

権現の湯　感謝祭開催のお知らせ
　皆様の日頃のご愛顧に感謝の気持ちを込めて、感謝祭を開催いたします。
　豪華賞品が当たる抽選会やこの日だけの特別企画もご用意しておりますので、ご家
族お揃いでお出かけください。皆様のお越しをスタッフ一同心よりお待ちしております。

●日　時　３月12日㈰
●内　容　ポイント２倍（当日券・回数券・贈答券ご利用のお客様）
　　　　　カラオケ無料（午前10時～午後５時まで）
　　　　　お楽しみ抽選会（１回目　午前11時30分～、２回目　午後３時30分～）
　　　　　権現亭のソフトクリーム100円割引（通常250円を150円で提供）
☆特別企画☆　11回券プリペイドカードを当日に限り12回券、4,000円で販売

権現の湯
電話 56－0606
有線 4126

　

春
に
な
る
と
進
学
、
就
職
な
ど
で
今
ま
で
と
は

違
っ
た
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
る
方
も
多
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
そ
の
時
に
な
っ
て
慌
て
な
い
た
め
に
も
、

今
か
ら
生
活
リ
ズ
ム
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●  

早
寝
・
早
起
き
の
習
慣
を
身
に
つ
け
る
た
め
に

心
が
け
た
い
こ
と

　

  

出
か
け
る
ま
で
に
１
時
間
半
、
で
き
れ
ば
２
時
間

以
上
の
余
裕
を
み
て
起
床
す
る

　
朝
ご
飯
を
食
べ
る

　
排
便
を
済
ま
せ
て
か
ら
出
か
け
る

　

  

夕
ご
飯
は
最
低
で
も
寝
る
２
時
間
く
ら
い
前
ま
で

に
は
済
ま
せ
る

　

   

寝
る
前
に
テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ホ
、
ゲ
ー

ム
な
ど
の
強
い
音
や
光
の
刺
激
を
控
え
る

　
週
末
も
夜
更
か
し
・
朝
寝
坊
を
避
け
る

環境保健係

みんなでみんなで

食
育

春
は
生
活
リ
ズ
ム
を
見
直
す

チ
ャ
ン
ス
で
す

議会事務局

３月 ２日㈭　本会議（町長招集挨拶・提案説明）
　　 ３日㈮　本会議（提案説明）
　　 ６日㈪　本会議（議案質疑・委員会付託）
　　 ７日㈫　本会議（一般質問）
　　 ８日㈬　本会議（一般質問）
　　 ９日㈭　社会文教建設常任委員会
　　10日㈮　総務経済常任委員会
　　13日㈪　予算特別委員会
　　14日㈫　予算特別委員会
　　17日㈮　本会議（委員長報告・討論・採決）

議会本会議の傍聴を希望される方は、当日開会の30分前から受付しますので、お出かけください。

日程
（予定）

町議会３月定例会のお知らせ
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学
習
や
運
動
、
清
掃
、
係
活
動
な
ど
に
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
る
児
童
の
姿
に
接
し
ま
す
と
、

非
常
に
嬉う

れ

し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
も
、
立
科
小
学
校
の
児
童
の
こ

の
よ
う
な
姿
を
何
度
も
目ま

の
当
た
り
に
し
て
、

そ
の
都つ

度ど

、
老お

い
の
胸
中
に
、
嬉
し
さ
や
清す

が

々す
が

し
さ
、
爽さ

わ

や
か
さ
、
頼た

の

も
し
さ
、
微ほ

ほ

笑え

ま
し
さ

な
ど
の
感
情
が
幾い

く

重え

に
も
湧わ

き
上
が
り
、
目め

頭が
し
らが
熱
く
な
り
ま
し
た
。

　
殊こ

と

に
、
音
楽
会
と
運
動
会
、
開
校
40
周
年
を

記
念
し
て
校
歌
を
二
部
合
唱
に
編
曲
さ
れ
た
林

ア
キ
ラ
先
生
の
校
歌
歌
唱
指
導
で
は
、
幾い

く

度ど

と

な
く
目
頭
が
じ
い
ん
と
熱
く
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
下
旬
の
音
楽
会
で
は
、
全
校
児
童
の

清
々
し
い
合
唱
と
演
奏
に
惹ひ

き
付
け
ら
れ
、
身

じ
ろ
ぎ
も
せ
ず
聴
き
入
り
ま
し
た
。

　
取
り
分
け
、
曲
が
始
ま
る
直
前
の
、
先
生
が

か
ざ
す
指タ

揮ク

棒ト

を
ス
テ
ー
ジ
上
か
ら
全
神
経
を

集
中
し
て
見
つ
め
る
児
童
の
真
剣
な
表
情
と
数

秒
の
静せ

い

寂じ
ゃ
くに
、
背
筋
が
凜り

ん

と
正た

だ

さ
れ
る
よ
う
な

感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
児
童
と
先
生
が
何
か
と

て
も
厳げ

ん

粛し
ゅ
くな
時
間
と
空
間
を
共
有
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
た
の
で
す
。

　

全
校
合
唱
「
さ
よ
う
な
ら
」
で
、
来
賓
の

方
々
と
保
護
者
の
皆
さ
ん
を
お
送
り
し
た
後
、

ス
テ
ー
ジ
に
残
っ
た
６
年
生
諸
君
と
先
生
方
の

姿
も
大
変
印
象
的
で
し
た
。

　
そ
の
場
に
静
か
に
腰
を
下
ろ
し
た
６
年
生
に
、

先
生
が
、「
皆み

ん
な、
よ
く
頑
張
っ
た
ぞ
。
お
疲
れ

様
。
皆
が
、
持
っ
て
い
る
力
を
存ぞ

ん

分ぶ
ん

に
発は

っ

揮き

し

た
素す

晴ば

ら
し
い
音
楽
会
に
拍
手
…
…
。」
と
拍

手
を
送
り
ま
し
た
。
す
る
と
、
６
年
生
か
ら
も

ご
く
自
然
に
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
、
最
上
級
生
と
先
生
方
が
お
互
い
の

頑が
ん

張ば

り
を
称た

た

え
合
う
拍
手
で
あ
り
、
爽
や
か
な

達
成
感
と
満
足
感
を
伝
え
合
い
、
分
か
ち
合
う

拍
手
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
さ
す
が
最
高
学

年
と
い
う
６
年
生
の
器
楽
演
奏
「
ス
タ
ー

ウ
ォ
ー
ズ
」
及
び
二
部
合
唱
「
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ

Ｓ
」
と
共
に
、
児
童
と
先
生
が
一
つ
に
な
っ
て

拍
手
し
合
う
姿
に
強
く
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。

　
他た

日じ
つ

お
聴
き
し
た
こ
と
で
す
が
、
先
生
方
に

と
っ
て
も
、
教
師
冥み

ょ
う

利り

に
尽つ

き
る
と
申
し
ま

し
ょ
う
か
、
日
頃
の
ご
苦
労
を
忘
れ
、
教
師
で

あ
る
こ
と
の
喜
び
を
確
か
に
実
感
さ
れ
た
音
楽

会
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
９
月
の
運
動
会
で
も
、
児
童
の
真
剣
な
姿
に

幾
度
も
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。
こ
の
感
動
は
紛ま

が

う
方か

た

な
く
、
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
全
児

童
が
、
各
自
の
成
長
段
階
と
成
長
上
の
課
題
に

応
じ
て
、
先
生
方
の
事
前
の
指
導
を
き
ち
ん
と

受
け
止
め
、
当
日
の
晴
れ
舞
台
で
健け

な

気げ

に
や
り

遂と

げ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
ま
す
。
と
申
し
ま

す
の
は
、
運
動
会
当
日
ま
で
の
学
級
・
学
年
通

信
、
体
育
だ
よ
り
、
日
報
な
ど
を
通
し
て
う
か

が
い
知
る
こ
と
の
で
き
た
、
次
の
よ
う
な
先
生

方
の
細
や
か
な
ご
指
導
と
ご
配
慮
に
、
頭
が
下

が
る
思
い
を
抱
い
て
い
た
か
ら
で
す
。

○
全
児
童
に
、
運
動
会
に
参
加
で
き
な
く
な
る

よ
う
な
ケ
ガ
を
絶
対
に
さ
せ
な
い
と
い
う
安

全
指
導
・
体
調
管
理
。

○
服
装
や
小
道
具
な
ど
の
入
念
な
用
意
・
点
検
。

○
児
童
が
当
日
の
係
活
動
に
自
信
を
持
っ
て
取

り
組
む
た
め
の
準
備
・
配
慮
。

○
一
直
線
に
整
列
す
る
た
め
の
、「
前
へ
倣な

ら

え
」

を
し
た
と
き
の
視
線
の
向
き
。

○
背
筋
を
伸
ば
し
て
立
つ
こ
と
、
腰
で
礼
を
す

る
こ
と
、
顔
を
上
げ
て
話
を
聴
く
こ
と
、
体

操
の
隊
形
に
開
い
た
り
、
集
ま
っ
た
り
す
る

と
き
は
、
口
を
閉
じ
、
全
力
で
走
る
こ
と
。

○
運
動
会
に
お
け
る
表
現
に
は
、
緊
張
感
を
抱

い
て
、
手
の
指
を
真ま

っ
直す

ぐ
伸
ば
す
こ
と
と
、

歯
を
食
い
し
ば
り
、
笑
わ
な
い
こ
と
が
大
切

と
い
う
校
長
先
生
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
。

○
思
い
は
形
に
表
れ
る
と
い
う
姿
勢
。

○
児
童
に
、
自
分
の
体
を
通
し
て
、「
動
」
と
、

各
種
目
の
激
し
い
動
き
の
間あ

い
だに

あ
る
「
静せ

い

」

の
違
い
を
意
識
さ
せ
、「
動
」
と
「
静
」
の

メ
リ
ハ
リ
が
生
み
出
す
雰ふ

ん

囲い

気き

や
心
の
様
子

に
気
付
か
せ
る
指
導
。

○
先
生
方
の
運
動
会
へ
の
願
い
と
思
い
を
、
児

童
に
具
体
的
に
伝
え
る
。

○
運
動
会
の
事
前
指
導
が
、
先
生
方
が
互
い
に

学
び
合
い
、
同ど

う

僚り
ょ
う

性せ
い

を
高
め
合
う
研
修
・

研け
ん

鑽さ
ん

の
場
で
あ
っ
た
こ
と
。

　
こ
の
よ
う
な
指
導
が
最
も
端た

ん

的て
き

に
表
れ
た
の

が
、
５
・
６
年
生
の
「
夢
の
花
を
咲
か
せ
よ

シリーズ　一緒に考えましょう！

立科町教育相談員　岩上起美男

教育委員会相談時間等

●立科小学校/午前９時～午前11時30分 
　電話 56－3131 （呼）・有線2190（呼）
●立科中学校／午後２時～午後５時
　電話 56－1076（呼）・有線2251（呼）
●立科町児童館／
　午前 11時40分～午後１時30分
　電話 56－0303（直通）
　有線 8889（直通）

※予約をされる方は児童館または小・中学校の
　教頭先生へご連絡をお願いします。

月・水・金曜日

立科っ子の素
す

晴
ば

らしさと
気になる行動、態度、言葉づかい

～平成28年度を振り返って～
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よ
う
な
立
派
な
音
楽
会
を
創つ

く

り
上
げ
た
音
楽
的

な
土ど

壌じ
ょ
うが
あ
れ
ば
こ
そ
と
存
じ
ま
す
。

　
そ
の
反
面
に
お
い
て
、
児
童
館
で
、
前
述
の

よ
う
な
素
晴
ら
し
さ
と
の
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
を

感
じ
さ
せ
る
立
科
っ
子
の
荒す

さ

ん
だ
言
動
に
接
し
、

子
ど
も
の
内
面
に
あ
る
「
成
長
上
の
深
刻
な
課

題
」
を
感
じ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
清
泉
女
学
院
短
期
大
学
の
田
中
秀
明
教
授
が
、

「
学
校
や
家
庭
で
は
良
い
子

4

4

4

が
、
児
童
館
で
暴

れ
た
り
、
会
話
が
成
立
し
な
か
っ
た
り
、
担
任

教
師
へ
の
不
満
を
吐
き
出
し
た
り
、
ま
た
、
傍ぼ

う

若じ
ゃ
く

無ぶ

人じ
ん

に
振
る
舞
っ
た
り
す
る
事ケ

ー
ス例
が
増
え

て
い
る
。」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
実
態
は
、
一
般
的
に
は
ま
だ
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
が
、
近
年
、

児
童
館
を
は
じ
め
、
放
課
後
の
学
童
の
健
全
な

居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
専
門
機
関

で
は
、
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
児
童

厚
生
施
設
と
し
て
の
役
割
責
任
を
誠
実
に
果
た

し
、
和な

ご

や
か
で
、
集
団
と
し
て
の
秩ち

つ

序じ
ょ

が
保
た

れ
て
い
る
立
科
町
児
童
館
も
決
し
て
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
日
常
的
に
、
成
長
上
の
苛い

ら

立だ

ち

や
不
満
、
不
安
、
直
接
体
験
の
不
足
、
大
人
不

信
、
さ
ら
に
、
性
へ
の
過4

関
心
な
ど
を
感
じ
さ

せ
る
、
気
に
な
る
行
動
や
態
度
、
言
葉
づ
か
い

が
見
ら
れ
る
の
で
す
。

　
立
科
町
児
童
館
で
は
、
問
題
と
思
わ
れ
る
言

動
に
つ
い
て
は
そ
の
場
で
指
導
し
、
場
合
に

　
余よ

談だ
ん

に
わ
た
り
ま
す
が
、
山
川
先
生
の
コ
メ

ン
ト
は
、
先
生
と
同
じ
小
海
町
出
身
で
、
映
画

「
君
の
名
は
。」
の
新
海
誠
監
督
が
、
５
年
前
、

母
校
の
小
海
小
学
校
の
児
童
に
贈
っ
た
、「
山

と
空
と
川
を 

毎
日 

た
く
さ
ん
な
が
め
て
く
だ

さ
い
。」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
共
通
す
る
と

思
わ
れ
、
半
年
近
く
経た

っ
た
今
も
、
野
外
で
自

然
に
触ふ

れ
、
思
い
っ
き
り
遊
ぶ
立
科
っ
子
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
質
問
の
後
、
林
ア
キ
ラ
先
生
が
、
編
曲
な
っ

た
校
歌
の
歌
唱
指
導
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
後
日
、
林
先
生
が
ブ
ロ
グ
に
、「
立
科
小
の

児
童
の
皆
さ
ん
は
本
当
に
真
っ
直
ぐ
で
、
子
ど

も
ら
し
い
伸
び
や
か
さ
が
あ
っ
て
、
素す

敵て
き

で

す
。」
と
書
か
れ
た
よ
う
に
、
先
生
が
、「
息
を

そ
ろ
え
る
こ
と
が
大
事
で
す
よ
。
急
に
ひ
ゃ
っ

と
息
を
吸
う
の
で
は
な
く
、
少
し
前
か
ら
と
と

の
え
る
よ
う
に
吸
う
こ
と
。」「
歌
詞
の
言
葉
を

大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。
言
葉
に
思
い
を
込
め
る

と
、
言
葉
が
は
っ
き
り
す
る
よ
。」「
最
後
の

『
立
科
小
学
校
』
に
気
持
ち
を
込
め
て
…
…
。」

と
指
導
さ
れ
る
ご
と
に
、
歌
声
が
豊
か
に
広
が

り
、
体
育
館
内
に
朗ろ

う

々ろ
う

と
響ひ

び

き
渡
り
ま
し
た
。

　
林
先
生
の
指
導
を
す
ぐ
さ
ま
吸
収
し
て
、
そ

の
子
な
り
に
曲
想
を
感
じ
取
り
、
そ
の
子
ら
し

く
イ
メ
ー
ジ
を
ふ
く
ら
ま
せ
な
が
ら
、
真
剣
に

歌
い
上
げ
る
全
校
合
唱
に
陶と

う

然ぜ
ん

と
し
、
編
曲
者

の
思
い
に
即そ

く

座ざ

に
応こ

た

え
得
る
立
科
小
学
校
の
音

楽
水レ

ベ
ル準

の
高
さ
に
敬け

い

意い

を
抱
い
た
こ
と
で
す
。

こ
の
日
の
素
晴
ら
し
い
合
唱
は
、
６
月
、
あ
の

う
！
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
児
童
一
人
一
人
の
き
り
っ
と
引
き
締
ま
っ
た

顔
。
胸
を
張
り
、
大
空
を
仰
ぎ
見
る
学
童
の
幼

く
も
凜り

り々

し
い
姿
。
そ
し
て
、
５
・
６
年
生
が

織
り
な
す
「
動
」
と
「
静
」
に
よ
っ
て
生
ま
れ

た
力
強
い
躍
動
感
に
、
先
生
方
の
日
頃
の
ご
指

導
が
結
実
さ
れ
て
い
る
の
を
感
ず
る
と
同
時
に
、

成
す
べ
き
と
き
は
真
剣
に
成
す
立
科
っ
子
の
素

晴
ら
し
さ
に
、
感
心
す
る
こ
と
頻し

き

り
で
し
た
。

　
10
月
の
、
校
歌
の
作
詞
者
、
山
川
啓
介
先
生

並
び
に
編
曲
者
、
林
ア
キ
ラ
先
生
の
立
科
小
学

校
歌
に
寄
せ
る
思
い
を
お
聴
き
す
る
会
で
は
、

立
科
っ
子
の
「
聴
く
姿
勢
」
に
嬉
し
い
驚
き
を

覚
え
、
知
ら
ず
相そ

う

好ご
う

を
崩く

ず

し
て
い
ま
し
た
。

　
児
童
か
ら
山
川
先
生
に
、「
作
詞
を
す
る
た
め

に
大
切
な
こ
と
は
何
で
す
か
。」
と
い
う
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。
山
川
先
生
が
丁て

い

寧ね
い

に
、「
私

は
、
自
然
の
多
い
南
佐
久
の
小
海
町
で
育
ち
ま

し
た
の
で
、
小
学
生
の
こ
ろ
は
、
い
つ
も
外
で

全
身
を
使
っ
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
作
詞
を
す

る
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
に
野
外
で
思
い
っ
き

り
遊
ぶ
こ
と
、
学
校
の
勉べ

ん

強き
ょ
うも4

頑
張
る
こ
と
、

本
を
読
ん
で
、
自
分
な
り
の
想
像
を
膨ふ

く

ら
ま
せ

る
こ
と
、
そ
し
て
、
良
い
も
の
は
な
ぜ
良
い
の

か
、
そ
の
理
由
や
根
拠
を
考
え
る
こ
と
が
大
切

で
す
。」
と
答
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
、

一
語
一
語
ま
こ
と
に
味
わ
い
深
い
先
生
の
お
話

に
、
全
校
児
童
が
、
優
れ
た
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

よ
う
に
真
剣
に
耳
を
傾か

た
むけ
て
い
た
の
で
す
。

よ
っ
て
は
保
護
者
に
も
伝
え
、
連
携
し
て
見

守
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
必
ず
し
も
十
分
に

伝
え
切
れ
て
い
な
い
実
態
も
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
気
に
な
る
言
動
の
多
く
は
、
そ
の

子
が
発
す
る
成
長
上
の
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
で
す
の
で
、

子
育
て
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
家
庭
と
学
校
と

児
童
館
が
折
々
に
連
絡
を
取
り
合
い
、
そ
の
子

の
気
に
な
る
言
動
の
意
味
を
考
え
、
親
身
に
支

援
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
立
科
っ
子
の
素
晴
ら

し
さ
を
よ
り
い
っ
そ
う
伸
ば
し
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。
─
「
児
童
館
で
起
こ
っ
て
い
る
学

童
の
荒
ん
だ
言
動
の
原
因
は
、
児
童
館
の
対
応

の
悪
さ
に
あ
る
。」
と
断だ

ん

ず
る
向
き
も
あ
り
ま

す
が
、
我
が
身
を
振
り
返
ら
ず
、
他
者
に
原
因

や
責
任
を
一
方
的
に
求
め
ま
す
と
、
問
題
の
本

質
を
見
失
う
虞お

そ
れが
あ
り
ま
す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ

も
ご
留
意
さ
れ
ま
す
よ
う
…
…
。

z
z

z

　
三
月
は
、
分わ

か

去さ

れ
（
分
か
れ
道
）
に
立
ち
、

自
分
の
道
を
歩
み
出
す
と
き
で
あ
り
、
ま
た
、

会え

者し
ゃ

定じ
ょ
う

離り

（
出
会
っ
た
人
は
い
つ
か
必
ず
別

れ
る
と
い
う
教
え
）
の
と
き
で
す
。

　
児
童
・
生
徒
は
、
こ
の
時
節
、
卒
業
や
進
学
、

進
級
、
学
級
替
え
、
先
生
方
の
転
退
任
な
ど
、

幾
つ
も
の
分
去
れ
と
会
者
定
離
を
経
験
し
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
分
去
れ
と
会
者
定
離
に
き
ち
ん

と
向
き
合
い
、
数
々
の
別
れ
を
乗
り
越
え
て
、

ま
た
一
回
り
大
き
く
成
長
す
る
春
三
月
で
あ
る

こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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「城主になった女　井伊直虎」
梓澤　要（著）　NHK出版（出版）
激動の戦国時代、男の名で家督を継ぎ“おんな城主”となっ
た女性がいた…。2017年大河ドラマ「おんな城主直虎」の生
涯と時代がよくわかる解説本。
………………………………………………………………………
「とんでもない」
鈴木　のりたけ（作・絵）　アリス館（出版）
どこにでもいるふつうの子のぼくは、さいのよろいのような
立派な皮がうらやましい。「とんでもない！」実は、さいは、
身軽なうさぎがうらやましくて…。どうぶつたちの悩みを
ユーモラスに描く。

図書室利用案内

●月曜日～土曜日　午前９時30分～午後６時
　　　　　　　　　　　 （土曜日は午後５時）
●日曜日・祭日　　午後１時～午後５時
＊お一人  ５冊まで  ２週間借りられます

開室時間

乳幼児のためのおはなし会
日時　３月29日㈬　午前10時30分～
場所　中央公民館　視聴覚室
対象　０歳児～
大型絵本・パネルシアターなど

親子でお楽しみください！

お知らせ

図書室だより図書室だより お願いお願い 返却期限は守りましょう。本の予約待ちをしている人も
いますので借りた本は期限内に返却をお願いします。 教育委員会

立科町公民館（教育委員会  社会教育人権政策係）　有線 4000

乳幼児のため おはなし会

「ちゅうりっぷの会」による

新着図書

２月28日㈫～３月２日㈭
（公民館は使用できます）

蔵書点検の為、次のとおり図書室をお休みさせていただきます。
ご迷惑、ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

おでかけ絵本室
図書室の絵本が、館内のたたみの部屋

（創作室）へおでかけする、〈おでかけ

絵本室〉を開室します。

３月25日㈯～４月23日㈰
［時間は図書室開室時間と同じ］

「城主になった女　井伊直虎」

臨時休室のお知らせ

　米澤修一教育委員が12月15日をもって都合により退任いたしましたので、立科町牛鹿
出身で現在東御市在住の中澤士郎氏が、議会の承認を得て町長より新たに教育委員に任命
されました。任期は平成29年１月16日から平成31年 ９月30日までです。
　中澤委員は高校教諭として県内で勤務され、中野西高等学校、上田染谷丘高等学校の校
長を歴任され、現在は上田女子短期大学入試広報室長を勤められています。

教育委員会教育委員の選任について

おでかけ絵本室内で行います。
お気軽にご参加ください。

ちいさなちいさなおはなし会

３月25日㈯
午前10時30分～
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● 

協
力
隊
の
農
業
振
興
担
当
、
中
島
貴
宏
で
す

　
１
月
28
日
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
「
石
川
・
長
野
合
同
移
住

相
談
セ
ミ
ナ
ー
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
当
町
の
魅
力
や
、
町
で

の
仕
事
、
町
で
の
暮
ら
し
ぶ
り
な
ど
を
説
明
し
な
が
ら
Ｐ
Ｒ
を

行
い
ま
し
た
。
長
野
へ
移
住
を
考
え
る
方
は
農
業
や
林
業
に
興

味
を
持
た
れ
る
方
が
多
く
、
当
町
で
実
施
し
て
い
る
「
農
業
体

験
会
」
の
説
明
に
対
し
て
興
味
を
持
た
れ
る
方
が
多
い
印
象
で

し
た
。
２
月
18
日
に
は
池
袋
に
お
い
て
「
新
・
農
業
人
フ
ェ

ア
」
に
参
加
し
、
立
科
町
で
り
ん
ご
栽
培
を
し
た
い
就
農
希
望

者
の
方
に
、
立
科
町
で
の
農
業
の
魅
力
を
踏
ま
え
て
説
明
を
行

い
ま
し
た
。「
り
ん
ご
と
言
え
ば
立
科
」
を
さ
ら
に
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
う
よ
う
引
き
続
き
奮
闘
し
ま
す
。

●   

協
力
隊
の
移
住
・
定
住
促
進
担
当
、
浜
野
み
ゆ
き
で
す

　
今
回
の
写
真
は
現
在
制
作
中
の
移
住
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
と
東

京
メ
ト
ロ
日
比
谷
線
に
掲
示
中
の
ポ
ス
タ
ー
の
１
シ
ー
ン
で
す
。
ど
ち

ら
も
町
内
の
お
宅
を
お
借
り
し
、
町
の
方
々
に
出
演
の
お
願
い
を
し
ま

し
た
。「
町
の
た
め
な
ら
！
」
と
快
く
お
引
き
受
け
い
た
だ
き
感
謝
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
素
敵
な
歓
迎
の
笑
顔
に
惹
か
れ
て
立
科
町
を
訪
れ

た
く
な
る
人
が
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
移
住
促

進
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
製
作
に
関
す
る
こ
と
や
、
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
、

空
き
家
調
査
と
ご
案
内
等
々
の
活
動
も
し
て
い
ま
す
。
空
き
家
バ
ン
ク

で
は
売
却
物
件
が
多
い
中
、
希
少
な
賃
貸
物
件
の
掘
り
起
し
も
進
め
て

い
ま
す
。
今
回
も
地
域
の
方
々
の
多
方
面
で
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

ず
く
だ
す!!

地
域
お
こ
し
協
力
隊

〝
奔
走
中
〞

乗って残そう 乗って活かそう 公共交通

おやまちゃん おこめちゃん りんごちゃん

　立科町には、町内を運行する「たてしなスマイル交通」３路線のほか、東信観光バスが運行する大
屋方面への中仙道線と丸子方面への丸子線、千曲バスが運行する佐久平駅方面への中仙道線が運行さ
れています。
　各路線、町内外への通院・通学等に利用されている大変重要な公共交通ですが、その利用数は少な
く、今後の利用状況によっては、運行本数の削減等大幅な見直しが必要になります。
　いざバスが必要になった時にバスが運行していない、といった状況にならないよう、皆様にも是非
ご利用いただき、子どもや高齢者の足となる、地域の公共交通を守りましょう。

福祉型デマンドタクシーについて
　スマイル交通の運行に併せ、町では福祉型デ
マンドタクシーを運行しています。身体障害者
手帳をお持ちの方でバス停まで歩くのが困難と
いう方は是非ご利用ください。
　なお、ご利用にあたっては事前登録が必要で
す。詳しくは役場の企画課までお問合せください。

公
共
交
通
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

企画振興係

お問合せ　企画課　企画振興係　電話 56－2311　（有線 2311）

平成28年度利用者数（速報値）
利用者数

（４月～12月）
月平均利用者数
（　）内は昨年度比

西回り線 6,042名 671名（－ ８）
東・南回り線 4,126名 458名（＋53）
シラカバ線 7,323名 814名（－42）
全路線 17,491名 1,943名（＋ ３）

たてしなスマイル交通
からのお知らせ
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平
成
29
年
度

自
衛
官
等
の
募
集
案
内

「
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）」

資
格

（
一
般
）
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
者

（
技
能
）  
国
家
資
格
免
許
を
保
有
す
る
18
歳
以

上
で
保
有
す
る
技
能
に
応
じ
53
歳
～

55
歳
未
満

※
年
齢
は
平
成
29
年
７
月
１
日
現
在

応
募
締
切　
４
月
７
日
㈮

採
用
試
験　

  

４
月
15
日
㈯
～
17
日
㈪
の
希
望
す

る
日
（
一
般
・
技
能
共
通
）

お
問
合
せ
先

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部
上
田
地
域
事
務
所

ま
で

電
話　
０
２
６
８
│
２
２
│
５
２
６
７

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
青
年
海
外
協
力
隊
・

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）の
募
集

　
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
で
は
、
２
０

１
７
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
青
年
海
外
協
力

隊
・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
募
集
説

明
会
を
以
下
の
日
程
に
て
、
行
い
ま
す
。

募
集
期
間　
３
月
31
日
㈮
～
５
月
10
日
㈬
必
着

長
野
県
内
募
集
説
明
会 

等

４
月
１
日
㈯　
午
後
２
時
～
４
時

長
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
Ｔ
Ｏ
ｉ
Ｇ
Ｏ
）

３
階　
第
２
学
習
室

４
月
６
日
㈭　
午
後
７
時
～
９
時

松
本
市　
Ｍ
ウ
イ
ン
グ

４
月
12
日
㈬　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

長
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
Ｔ
Ｏ
ｉ
Ｇ
Ｏ
）

３
階　
第
２
学
習
室

４
月
23
日
㈰　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
駒
个
根
青
年
海
外
協
力
隊
訓
練
所

（
一
日
体
験
入
隊
）

　
最
終
日
４
月
23
日
㈰
の
一
日
体
験
入
隊
の
み
、

事
前
の
参
加
予
約
と
昼
食
代
５
０
０
円
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
以
外
の
説
明
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
参

加
費
無
料
・
申
込
不
要
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

お
問
合
せ
先

電
話　
０
２
６
５
│
８
２
│
６
１
５
１

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ 

０
２
６
５
│
８
２
│
５
３
３
６

電
子
メ
ー
ル

jicakjv-jocv@
jica.go.jp

〈m
ailto:jicakjv-jocv@

jica.go.jp

〉

担
当
者　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
駒
ヶ
根　
工
藤
裕
美

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

国
家
公
務
員
募
集

　
人
事
院
は
平
成
29
年
度
中
に
次
の
国
家
公
務

員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

◇
総
合
職
試
験
（
院
卒
者
試
験
）

　
総
合
職
試
験
（
大
卒
者
試
験
）

　
受
付
期
間
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

　
３
月
31
日
㈮
～
４
月
10
日
㈪

　
第
１
次
試
験　
４
月
30
日
㈰

◇
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）

　
受
付
期
間
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

　
４
月
７
日
㈮
～
４
月
19
日
㈬

　
第
１
次
試
験　
６
月
18
日
㈰

◇
一
般
職
試
験
（
高
卒
試
験
）

　
一
般
職
試
験
（
社
会
人
試
験
（
係
員
級
））

　
受
付
期
間
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

　
６
月
19
日
㈪
～
６
月
28
日
㈬

　
（
郵
送
・
持
参
）

　
６
月
19
日
㈪
～
６
月
21
日
㈬

　
第
１
次
試
験　
９
月
３
日
㈰

︻
注
︼
申
し
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り

行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
個
人
の
試
験
結
果
（
成

績
）
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
認
い
た
だ
け
ま

す
。）

http://w
w

w
.jinji.go.jp/saiyo.htm

お
問
合
せ
先

人
事
院
関
東
事
務
局

電
話　
０
４
８
│
７
４
０
│
２
０
０
６
〜
８

お
知
ら
せ

T
A
T
E
S
H
IN
A
 IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

　地域おこし協力隊の、山が大好きな中島からお知らせです。
　日本の三大アルプスや八ヶ岳などの美しい山々が並ぶ長野県。そんな山岳県として
ふさわしい登山の安全対策のため「長野県登山安全条例」が制定されました。登山者
の皆様は、登山をされる際に「登山計画書」の提出が必要になります。
　提出は郵送、持参またはWEBから可能です。立科町でも日本百名山に
もかぞえられる蓼科山が対象山域です。安全で楽しい登山のため「登山計
画書」を提出しましょう。
　　　詳しくは　長野県 山岳高原観光課　電話 026－235－7251まで

地域おこし協力隊からのお知らせ
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たてしな保育園の
子どもたち

年少組

年中組

年長組

年中組年中組

あひる組…雪遊びは楽しいね！スキーウェアー
に着替えて、元気に遊んでいます。

蓼科牧場へそり遊びに行きました。
一人滑りやつながりそりはとっても楽しくて、何度も何度も遊び
ました!! いっぱい滑った後のカレーライスも美味しくて、あっと
いう間にたいらげてしまいました♪

４
月
か
ら
は
み
ん
な
、
ぱ
ん
だ
組
・

こ
あ
ら
組
に
な
り
ま
す
。

が
ん
ば
る
ぞ
ー
!!

ひよこ組…
絵本の読み聞
かせが大好き
な子どもたち。
大型絵本をよ
～く見ています。

ま
ゆ
だ
ま
、
上
手
に
作
れ
ま
し
た
。

今
年
も
元
気
に
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
。
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白樺高原
便り

白樺高原総合
観光センター

スキー場町民無料のお知らせ
３月21日㈫から４月２日㈰までリフト券が町民無料となります。
　雪もまだまだありますのでご家族・友人とスキーにお出かけください。
　なお、リフト券は白樺高原総合観光センターで発券しますので免許証等の
証明できるものをご持参ください。

第20回 KID′Sスキー大会　３月12日㈰（白樺高原国際スキー場）
　  小学生未満のちびっこが参加できるソフトポールを使ったタイムレース

ホワイトデーサービス　３月14日㈫
　リフト１日券20%OFF＆粗品プレゼント

ファン感謝デー　３月18日㈯（白樺高原国際スキー場）
　リフト１日券購入者に地元特産品プレゼント（先着）

スキー子どもの日＆ふれあいふるまい
　　　　　　　　　　　３月19日㈰（白樺高原国際スキー場）
　小学生以下のリフト１日券が無料＆あたたかいすいとんのサービス

感謝サービスデー　３月20日㈷（しらかば２in１スキー場）
　リフト１日券購入者に地元特産品プレゼント（先着）

スキー場イベント情報

　白樺高原国際スキー場はゴンドラ山頂からのながめが絶景です。澄みきった冬晴れの日は、
眼下に女神湖を望み遠く北アルプスを一望できます。また、しらかば２in１スキー場はゲレン
デトップから蓼科山をはじめ八ヶ岳や北アルプスまで360度見渡せる大パノラマが楽しめます。
ぜひ幻想的な冬の雪景色をご覧にスキー場へお出かけください。
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　２月10日㈮に開催された平成28年度明るい選挙推進フォーラムに
おいて、昨年７月の参議院議員通常選挙で、立科町選挙管理委員会
の選挙事務の管理執行が適正円滑であり、かつ選挙権年齢の引下げ

に伴う若い有
権者に対する
啓発活動とし
て、蓼科高等
学校の校門で
のチラシ配布や、FMラジオ、ケーブルテレビでのCM放送
等の実施が評価され、長野県選挙管理委員長より表彰され
ました。
　今後も、立科町選挙管理委員会では、適正な選挙事務の
執行をはじめ、明るい選挙の推進に取組んでまいります。

立科町選挙管理委員会が表彰されました

　１月28日㈯、中央公民館大会議室にて、男女共同参画地域づくり講座が開催されました。フリージャーナリス
トの内山二郎氏を講師に迎え、男女共同参画による地域づくりをテーマに、旗揚げアンケート方式のパネルディ
スカッションによる講座で、46名の参加者が受講しました。参加者それぞれの意見が活発に発表され有意義な講座
となりました。

　１月21日㈯、22日㈰の２日間、中央公民館　大会議室に
て新春書き初め展が開催されました。今回は小学生・中学
生の作品や、蓼科高校、町内愛好家の皆様の作品を展示さ
せていただきました。
　来場者は、多くの力作に感心された様子でした。

立

第

科町男女共同参画地域づくり講座開催

12回新春書き初め展

　１月21日㈯、22日㈰の２日間、中央公民館　大会議室に　１月21日㈯、22日㈰の２日間、中央公民館　大会議室に
て新春書き初め展が開催されました。今回は小学生・中学
生の作品や、蓼科高校、町内愛好家の皆様の作品を展示さ
せていただきました。
　来場者は、多くの力作に感心された様子でした。

　１月21日㈯、22日㈰の２日間、中央公民館　大会議室に

表彰を受ける豊田選挙管理委員長
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３月町民カレンダー
● 介護保険料：普通徴収（第12期）
● 上下水道料金

３月の納税

電 話 有 線
白樺高原総合観光センター 55－6201
中央公民館（事務室） 56－2311 4000
たてしな保育園 56－0022 2100
こども未来館（児童館） 56－0248 8888
老人福祉センター 56－1825 4091
立科温泉　権現の湯 56－0606 4126

連絡先

町のデータ１月 １月１日～１月31日の状況

立科町役場  電話  56－2311  有線 2311
　　　　　  FAX  56－2310

人口 7,415（－14） 出生 3
男 3,666（－  8） 死亡 13
女 3,749（－  6） 転入 12
世帯数 2,840（－  3） 転出 16

救急 出動件数 年間累計

交通事故 1 1
その他 39 39
合計 40 40

火災 発生件数 年間累計

建物火災 0 0
その他 0 0
合計 0 0

気　象 今　年 最近10年間の平均

気 

温

平　　均 －2.3℃ －2.4℃
最高極日 10.7℃／30日 14.2℃／H28
最低極日 －18.0℃／25日 －18.1℃／H28

降　水　量 27.0mm 26.4mm
降水量（1月） 27.0mm 26.4mm
日 照 時 間 181.4時間 174.8時間

人 口 ２月１日現在（１月31日届出まで） （　  ）内は前月比

各種相談日
●結婚情報センター相談会
３月８日㈬
午後１時30分～３時30分
場所：老人福祉センター　機能訓練室
問 立科町社会福祉協議会
電話56－1825

●無料法律相談
３月17日㈮
午後１時30分～４時30分
場所：老人福祉センター
相談員：土屋文男弁護士
　　　　笹井隆 心配ごと相談員
問 立科町社会福祉協議会
電話56－1825

緊急当番医については、予告なく変更される場合がありますので、有線
放送、新聞又は当番医に直接確認の上、受診してください。休日・夜間
における医療機関等の情報提供　ナビダイヤル  0570－08－8199

5 日 ひかり医院 小諸市 0267－22－8878
鳥山クリニック 小諸市 0267－26－0308
軽井沢病院 軽井沢町 0267－45－5111
栁澤医院 立科町 0267－56－1045
土屋歯科クリニック 佐久市望月 0267－54－2317

12 日 甘利医院 小諸市 0267－22－0729
小岩井整形外科 小諸市 0267－26－6788
休日夜間軽井沢診療所 軽井沢町 0267－31－5057
てらお歯科医院 軽井沢町 0267－42－9123

19 日 市川医院 小諸市 0267－25－1200
佐々木医院 小諸市 0267－22－0503
休日夜間軽井沢診療所 軽井沢町 0267－31－5057
植木歯科医院 軽井沢町 0267－45－5291

20 月 武重医院 小諸市 0267－22－0171
うすだ医院 小諸市 0267－22－0483
軽井沢病院 軽井沢町 0267－45－5111
おおつか歯科医院 小諸市 0267－24－6480

26 日 小諸南城クリニック 小諸市 0267－26－5222
東小諸クリニック 小諸市 0267－25－8104
休日夜間軽井沢診療所 軽井沢町 0267－31－5057
川西赤十字病院 佐久市望月 0267－53－3011
淺川歯科医院 小諸市 0267－23－4050

休日緊急当番医 ● 午前９時～午後５時
　 （歯科  午前９時～正午）

行　事　予　定 保　　　　　健
1 水 春の全国火災予防運動（～７日）
2 木 議会3月定例会開会（～17日）
4 土 蓼科高等学校卒業式
5 日 第43回芸能グループ発表会

7 火
乳児健診
４・５ヵ月児：H28.9月～10月生
10・11ヵ月児：H28.3月～4月生

8 水 たのきん教室

9 木 赤ちゃん相談室（２ヶ月の会　H28.12月生）
（母乳相談：予約制）

10 金 子育て相談（予約制）　ダイエット教室　５回目

12 日 権現の湯感謝祭
KID′Sスキー大会（国際スキー場）

14 火 たのきん教室
15 水 立科小学校卒業式
16 木 立科中学校卒業式
17 金 ダイエット教室　６回目
18 土 国際スキー場ファン感謝デー

19 日 ふれあいふるまいサービス
（国際スキー場）

20 月 ２in１スキー場感謝サービスデー
23 木 たてしな保育園卒園式
24 金 わんぱく劇場


